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 3） In situハイブリダイゼーション：Foxf2プローブは、T7 RNAポリメラーゼと35S［UTP］を用いて作製し、
常法に従い、コダックNTB-2感光乳剤で現像した。













































































































































 3） In situ hybridization：Foxf2プローブは、T7 RNAポリメラーゼと35S［UTP］を用いて作製し、常法に従
い、コダックNTB-2感光乳剤で現像した。








































































 3） Foxp2蛋白とFoxf2 メッセージの発現部位は、肺では補完的であったが、腸管では重複していた。
　審査委員会はこの論文について以下の質問を行った。
1）抗FOXP2 抗体はどのようにして作製したか
2）市販されている抗FOXP2抗体の比較はしたか
3）実験につかった肺組織のRNAはadultのものをつかったのか
4）細胞株H441の性格はどのようなものか
5）導入時のDNA量の調整はどのようにしたか
6）細胞へ導入する実験は何回やったか
7）CC10とSPCのプロモーター部位の違いはどのようなものか
8）どうしてFoxf2のノックアウトマウスを使ったのか
9）A549細胞ではTTF1が発現していないことを確認したか
10）FOXP2の結合部位というのは知られているか
　これらの質問に対し申請者の解答は適切であり、問題点も十分理解しており、博士（医学）の学位論文
にふさわしいと審査員全員一致で評価した。
　　論文審査担当者　　主査　　椙　村　春　彦
　　　　　　　　　　　副査　　上　田　啓　次　　副査　　千　田　金　吾
